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；
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論
文
に
し
て
、大
體

'の
趣
向
は
ブ
ラ
ィ
ス
の

.
主
唱
む
、而
し
て

_
ピ
ッ
.
ト
の
.採
.用
す
る
所
.と
爲
れ
る 

或
債
甚

_金
郎
度
は
如
何

.な
る
事
情
に
依
て
起
れ
る
於
、。プ
ラ
ィ
ス
の
之
を
說
明
す
る
以
前
に
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に
其
思
想
の
發
芽
せ
る
：名
の
な

^

6

し
か
を
明
に
し
、最
後
に

.ハ
ミ
ル
ト
ン
の

一

論
を
揭
げ
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七
制
度
の
弊
を
示
し
把
る

<

の
な

6

。
余
は
往
年
英
咖

.に
於
，，て
此
書
を
鱗
ひ
、其
一
部
を
通
譲 

し
^

る
於
、近
時
我
國
に
於

.で
減
債
基
金
制
度
に
對
し
て
、種
々
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所
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に
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允
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英
國
の
舊
減
債
基
金
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度
の
由
來
其
成
敗
を
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し
、我
國
現
滕
の
減
偾
基
金
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る
の
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助
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充
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し
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余
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徒
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古
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に
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る
名
の
と
す
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治
三
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九
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國
に
於
て
減
債
基
金
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の
制
定
せ
ら
れ
ん
と
す
る
や
、余
は
實
に
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に
於
て
此
制
度
の
失
敗
し

^

る
事
を
重
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る
論
據
と
し
て
之
に
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對
し
杧
る
名
の
な
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余 

の
象
想
し
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所
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に
的
中
し
て
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債
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感
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可
し

」

と
云
へ
る
一
旬
の
如
き
、減
債
基
金
制
度
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.無
用
と
す
る
の
論
據
；
.

充̂
て
ら
れ
允
ら
。

斯
る
議
論
と
相
前
後
し
て
、減
債
基
金
制
度
は
氧
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ぅ
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ら

ん

と

す
 

、

に

至
.れ
6

。
減
.偾
.基
金
：な
る
名
稱

'の
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國
に
生」

匕
把
る
は
、千

七

百

十

：六
年
•
'に
じ
て
、當

«
.
‘芬 

傻
利
率
低
減
の
爲
.め
u
i'
ft
上

に

生
b

tc
る
剩
餘
.避
.に
他
の
財
源
を
以
て
、年

々

^

债
の
元
金 

を
償
還
す
る
の
制
度
認

「

め
も
れ

*

6
。
佴
し
此
際
に
は
彼
の
钹
利
法

0

作
用
に
侬
て
公
債
償 

還
を
便
卞
る
，が
如
き
所
論
は
何
人
に
依
て
？
唱
道
せ
ら
れ

^

6

き
。
飴
め

V

此
所
說
を
公
に 

し
杧
る
は
サ

I
、ナ
'ザ
j

丨
ル
、ダ

.

I
ル
ド
：に
し
て
、甲
七
百
：ニ
：十

-;
^
發
i刊「

し
把
る

「

英
.國
公
僙
_

」 
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於
て
祓
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を
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i
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■る
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債
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還
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桌

を
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明
•し
、例
' 
へ
，ば

毎

年

百

萬

磅

を

四

分

の
 

後
利
を
以
ぺ
利
殖
蔷
積
す
れ
ば
、百
五
年
の
後
に
於
て
十
五
僚
七
千
五
百
萬
磅
，の

E

薇
に
達
す 

可
し
と
し
杧
ぅ
。
是
れ
後
年
プ
ラ
ィ
ス
の
敍
述
し
杧
る
減

‘債
'基
金
論
と
論
據
を

一

i
it'
'

る
名 

の
な

i

而

？

當

塒

，
ダ丨

ル
ド
の
*
所
說
に
對
し
て
は
、世
間
何
等
の
批
評
を
下
す
者
な
か

.
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仓
。
读

*
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ー
ル
ド
の
所
說
が
一
の
溶
想

に

止
爻
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實
行
的
慣
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を

有

せ
^
み

し

财
爲
め
に

す
る
ヵ
將
サ
叉
立
臉
の

.
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意
一

.

舱
の
班
脎
す
る
所
と
爲
ら
，次
タ
し
於

® ：
於

か、今
之
を
細
る

& 

は
す
。
プ
ー
フ
ィ
ス
以
前
に
祓
利
法
に
據
る
減
債
基
，金，論
の
唱
出
せ
ら
れ
龙
る
一
事
は
之
を
看

滅

偾

基

金

制

度
I

接
の
.關

係
I

せ
'

I

為

®

此

制

度
I

張

す
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為

？

る
援
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丨
ム
は
千
七
百
五
十
ニ
年
刊
行
し
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德
政
治
文
藝
論
集
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に
於
て
公
债
の
ー
韋
を
.設
け
ぶ 

頭
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庫
非
常
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備
金

Q

初
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弊
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b

 

る

次

の

.

本
質
を
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し
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行
は
る

•
>方
策
は
國
家
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收

入
を
抵
當
に
供

し
、
t

代
の

A

民
に
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の
祖
先
の
約
定
し 

允
る
債
務
を
償
還
す
る
こ
と
を
强

?

る
«

の

t

而
し
て
後
代
の

'

人
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|

の
*
先
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爲
し
允
る
賢
明
な

S

方
策
を

.

學
ん
で
、更
に
後
代
の
人
民
に
同
一
の
信
賴
を
繫
ギ
ん

i

し
て
、極

. 

ま
る
所
を
知
ら
次
る
可
し

」

と
賜
破
し
、進
ん
で
公
債
の
弊
害

五
箇
條
を
擧
げ
、公
.債
を
以
.て
第

」 

利
子
支
娜
に
要
す
る
資
金
を
.地
方
の
負
檐
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歸

す

る
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l
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に
：し
て
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國
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以
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は
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國
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外
國
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對
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V
'

貢
.柳
余
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.負

.檐
す
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s

b
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人
民
叉
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輸
遂
を
；必
.要
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し
讀
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公
：.債

の

大
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®
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な
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顧
し

.
て
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.る
'

,
故
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、
公

債
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無
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不
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«

る
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生
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獎
厕
を
與
ふ
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異
な
ら

^
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^

6
。
ブ
ヲ
ッ
グ
ス
ト
丨

\

は
*
法
ft
注
解
の 

L

節
に
於
て
、公
債
の
利
弊
を

.
研
究
し

.
把
る
が
、大
體
の
躯

意
.：

は
公
債
の
弊
害
を

.擧
げ
：て
、其
增
加

' 

を
.
抑
$

せ
ん
と

.
し
^

る

，名

の

に

外‘な
ら
梦
。

第
一
、公
，債
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"子
支
拂
の
爲
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に
生

^
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桃
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ス

ト
I v

炉

公

債

の

弊

害
i

し
て

揭
ぐ
る
所
.の
多
.く
は
今
.日
の
^

®
 

を
以
て
判
斷
を
下
せ
ば
、到

底

承

認

し

難

き

メ

の

な
^

o 

’然
^P

旣
に
ダ
ー
ル
ド
の
所
諭
に
加
ふ 

る
に
辦
る
公
債
有
害
論

0
;疗
は
る

)

を
以
て
す
。

<

^

1フ
ィ

X

於
千
七
百
七
十
一
年

「

國
債
問

®
 

に
就
そ
公
衆
に

|»
ふ」

と
題
す
る

.
ー
書
に
於
て
、ダ

I

ル
ド
の
提
案
を
，根
據
と
し
て
、公
倩
償
還
の 

計
畫
を
論

.述
し
、或
る
方
法
を
以
.
て
す
る
と
き
は
、如
.何
な
る

E

額
の
公

®

$

或
る
年
月

Q

後
に
、
 

之
を
償
還
す
る
を
得
る
方
策
を
示
し
、®
間
の
憂
慮
し
て
措
か
次
る
疑
球
を
解
か
ん
と
し
杧
る 

名
亦
俏
然
な

-ら
ず
と
云
ふ
可
し
。

.'
現
に
ブ
ラ
ィ
ス
自
ら
著
書
第
二
版

(

千
七
百
七
.十
四
年
の
序 

文
に
於

て
は
、
ダ

ー

ル
ド
を
呼
ぶ
に
；

な
る
才
能
あ
る
論
者

」

を
以
て

し
め
諭
者

4

千
七
百
ニ
十 

六
年
公
衆
に
響
告
し
把
纟
所
は
遂
に
世
間
に
遵
奉
せ
ら
れ

岁
、公
債
は

M

却
せ
ら
れ

少
し

て
、却 

て
千
、六
百
九
十
九
年

f

千
七
：百
二
十
六
年
に
至
る
阎
に
於
，て
千
七
百
萬
磅
ょ

6

五
千
一
一
百 

萬
磅
に
增
加
し
、今

m

に
於
て
は

fe

に
一
億
四
千
萬

®

に
上
れ

6

と
云
ひ
、明
に
グ
ー
ル
ド
の
听 

f

尊
重

し

た

へ

而
.

し
て

ブ
f

.

.ス

麵

金

る

の

收

入

.

 

の
_
舞
に

し

y

公
債
償
還
の
目
的
に
供
用

.

せ
ら
る
、

寶
金
：
な
6
:
と
し
、國
.寒
教
此
資
金
を
公
僮

装
金
跡
度
の$
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減
馨
金
制
度
.の.$

v—

'
..
*

:
 

r 

八
：

償
還

^
.充

V

片
る
場
合
に
取

^

可
き
方
法
は

(

.
1
'

)

元

金

偾

還

の

爲
.め
に
支
‘狒
高
の
節
約
せ
ら
れ 

把
る

利

子

を

以

て
E

に
、元
金
の
償
還
を
行
ひ(

一一)

節
.約
せ
ら
れ
杧
る
利
子
を

一

般
歳
計
の
.用
に 

、供
し

(

三)

利
子
支
娜
高
の
節
約
と
共
に
同
額
の
粗
税
を
減

.廢

す

る

の

三

種

あ

る

こ

と

を
«*
ベ
へ
國 

寧
、&

第
一
の
方
法

.を
以
て

'、減
偾
基
金
を
運
甩
す
る
は
、卽
ち

.常
に
基
傘
其

名

め

を
增
殖
せ
し
む 

る
所
以
に
し
て
支
拂
を
省
約
せ
ら
れ

fc
る
利
チ
は
更
に
利
子
省
約
の
効
粜
を
生

b

、然
«
其
効 

果
は
次
第
に
大
を
致
す
可
し
と
し
、國
家
ギ
減

*
基
金
，を
設

く

る

や
、其
收
入
を
永

^
の
租
桃
に 

求
め
、租
税
の
收
入
は

.公
債
の

' 償
還
に

#

用
す
る
以
外
に
、他
の

/
使
0

に
充
て
次
，る
こ
と
、
す
る 

胗
敌

U
、
一

度
び
或
る
金
額
の
公
債
償
還
せ
.ら
る
れ
ば
、え
に

0
す
る

利
芋
支
拂
高
は
次
年
度
以 

後
の
儻
還
髙
に
加
は

.6
、基
金
は
增
加
し
て

.已
む
こ
と
な
く
'隨
て
減
傭
基
金
の
要
旨
は
基
金
其 

名
の

'に
#

聖
不
可
侵
の
性
質
を
與

'ふ
る
に
存
す

i

し
、種
々
の
統
訃

.表
を
揭
げ
て
、說
明
の
資
料

S

に
充
て
女

6

。

ゾ
ラ
ィ
ス
の
所
說

は

ピ

ッ
.
卜
の
採
用
す
る
所
と
爲
英
國
減
債
基
金
制
度
の
根
帶
と
爲
れ 

6

と
雖

.名
、當

塒

-̂
於
て
；旣
に
有
力
な
る
反
對
論
の
唱
へ
ら
る

 
>

 

を
見

^

6
。

ォ
ー
グ
ァ
丨
ス 

ト
I

シ
卿
の
論
集
に
も
其
例
と
し

<

ゥ
砟

X

ぺ
ー
.
の
駁
論
と
匿
名

0:
肯
萬
綠
法
案
に
對
す
る

意
見

」

と
題
す

^

論
文
と
を
收
錄
し

^

6
.。
ゥ
ヰ

X

ぺ
ー
の
駿
論
を
見
る
に
、彼
は
.減
7«
基
金
制 

度
於
非

.募
債
主
義
と

#

行
す
る

u

非

f
o

れ
ば
、其
効
果
，

^

發
揮
す
か
能

'は
3'
'

る

C

と
を
知
ろ
、叉

減
債
基
金
制
度
の
雜
持
於
苛
重
な
る
祖
稅
制
度

t

雨
立
す
可
き
？
の
に
非
ぎ
る
の
遒
锂
を
認

, 

.

.- 

f
.

め
^

6

。
卽
ち
是
等
ニ
點
に
關
す
る
ゥ
冲
、

V
。

へ
ー
の
所
論
を
引
抄
.す
る
に
左
の

如
し
。

.
 

.

.

.
I. 

.
 

#

或
る
國
が
年
ヤ
ニ

+

萬
磅
の
寳
金
を
節
約
し
て
、公
債
を
償
還
し
、之
に
五
分
の
利
子
を
付
し 

八
.十
六
年
の
後
に
一
一
億
六
千
萬
磅
の
公
债
を
償
遺
し
了
せ
ん
と
す
る
針
畫
は
甚
だ
愉
快
な 

る
に
似
杧

6

と
雖
名
、此
事
業
を
成
就
す
る

u

e,
或
る
，條
件
の
雁
行
す
る
を
要
し
、而
し
て
此 

條
件
は
其
*
在
を
見
る
を
以
て
難
し
と
す

。
..
或
る
期
間
一
國
虹
毎
年
ニ
十
莴
磅
の
資
金
を

菩
積
す
る
以
上
は
、八
.十

六

年

間

を

通
b '

て
、平
和
塒
代
と
戦
爭
滕
代
と

.

を
問
は
#
、公
債
刺
子

. 

.
 

.

と
共
に
、總
て
の
他
の
經
費

I :
'

公
.

債
に
依
ら

^

し
て
支
辨
せ
次
る
可
か
ら
岁
。

若
し
名
®
の 

-

事
情
、之
を
許
さ
岁
し
て

‘

、他
方
に
年

'

々
四
十
萬
磅
の
、公
債
を
發
行
せ

.

ん
か
、結
局
八
十
六
年
の 

後
に
は

一

億
ニ
千
萬

.

磅
.

の
公
債
增
加
を
來
す
可
し
。

 

•.

公
偾

.

償
還
に
依
て

#

•

•

積
せ
ら
る
、
利
子
な

る

名
：の
は
，公

«

.

償
還
の
爲
’
に
生
少
る
に
非 

.

岁
し
て
、塒
女
人
民
に
依

V

當
滕
現
存
す
る
公
債
.の
利
子
以
上
に

1

支

狒

は

么

、
資

全

ょ

6
成

.

诚f

金
制
度
の
今
昔

. 

ぐ
：.

,
ガ
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減憒
m
金制
^
の<立目
 

: 

S
 

る
乙
と
を
知
ら

3 '
'

る
可

^

ら
梦
。

三

.

卽
ち
プ
ラ
ィ
ス
の
意
見
發
表
に
次

S

で
、旣
に
餓
者
の
間
に
減
偾
基
金
制
度

.

を
不
可
な

6

 

£

 

す
る
诉
說
ー
の
存
し
^
る
は
明
白
の
事
實
な
る

 

'が
、更
に

/

ラ
4

ス
の
所
說
の
實
行
せ
ら
れ
^
る 

後
に
實
際
上
の
經
驗
に
基
ひ
て
、駁
擊
を
加
へ
祀
る
名
の
に
至
つ
て
は
、先
づ
第
一
に
指
を
；

ミ
 

ル
ト
ン

0

「

公
偾
に
關
す
る
硏
究

」
?

 

I
n

q
u

i
r

y

 

c
o

n
c

e
r

n
i

n
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p
r

o
g

r
e

s
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R
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d
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m
p

t
i

o
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,

 

P
r

e
s

e
n
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S
t

a
t

e
,

 

a
n

d

 

M
a

l
e

m
e

n
t

 

o
f

 

t
h

e

 

N
a

t
i

a
s

i

 

D
e

b
t

 

o
f

 

G
r

e
a

t

 

B
r

i
t

a
i

n

 

a
n

d

 

I
r

e
l

a
n

d
，

B
y

 

R
o

b
e

r
t

 

100
1
7
 

し
 

に
屈
せ

^

る
を
得
步
。
蓋
し
祓
利
法
を
骨
子
と
す
石
減
債
基
金
制
度

.

の
下
に
於
て
は
、公
偾
管 

■

委
員
會
を
設
け
、每
年
百
萬

#

の
資
金
同
委
員
會
に
託
し
、委員
會

t t

此
資
金
を
以
て
公

f t 

を
賈
入
れ
、從
來
國
庫
於

..
 

一
0

公
僚
所
有
者
に
支
拂
ひ
把
る
利
子
《
委
員
會
に
向
つ
て
支
挪
は 

る
> 

S

に
、假
に
公

«

の
利
率
を
五
分
>年
利
金
額
を
五
萬
磅
と
す
れ
ば
、委
員
會
は

一

年
の
終 

6

に
於
て
は

«

に
公
債
賈
入
に
供
す
る
資
金
五
萬

I

 

j

千

五

百

勝

を

、一
一
电
の
終6

に

は

五

萬

五 

千

百

ニ

十

五

磅

を

三

.年

の

終

ぅ

に.

は
五
萬
七
千
八
百
八

.

十

I

磅
十
增
如
す
る
を
得
べ
し
。
舉 

れ
グ

ー

ル
ド
、ゾ
ラ
イ
ス
等
の
主
唱
し
、ピ
ツ
ト
の

.

實
行
し

^

る

減

債

基

，
金

制

度

0

喪

旨

な

ふ

と

■

名
.、實
際
の
結
果
に
、就

<

、見
る

.
に
、斯

‘
る
方
法

.
に
依
て
公
債
を

.

.減
却
し
た

6

と
稱
す
る
は
、公
债 

y

對
す
る
利
子
支
拂
の
爲
め
に
、年
々

.
增
加
す
る

.歲
A

t

供
用
す
る

.の
結
果
に
し
て
、

.

.
1*
に
钹 

利
法

u

依
て
、公
債
を
償

1

す
る
を
得
る

1
Cす
れ
ば
、矶

方

に

辑

利

法

に

侬
<

、SI
I

M
の
能
力
に
負 

»

を
加
ふ
：る
名

の
大
な
ら
次
る
能
は
ず
。
國
家
は
祓
利
法

U

,依
<
增
姻
す
可
き
何
等
の
資
金 

を
：所
有
す
る

«

の
に
非
梦
。
若
し

名

或
る
資
金
を
所
有
す
る
と
せ
ん
か
、

a

業
上
の
計
畫
に
之 

を
運
用
し
減
得
る
所
を
：

.消
費
せ
：
.岁
、資
本
と

し

て
增
雨

せ

し

0

る
に

_

次
る
限
纟
、«
利
の
割
合 

に
於

V

、資

金

，
の

增

加

を
.期

圖

す

る

能p
.

岁
。

斯

る

減

债

基

余

は
如

何

な

る

國

に
豸
_

だ
存
*
 

し
杧
る
K

と

を

聞
沪
t

、其

存

在

し

戈

る

名

.の
は
、| |

か
に
借
入
金
又
は
粗
：桃
の
收
入
に
依
て

S

 

持
せ
ら

れ
、隨
.
て
基
、金
其

名

の

、

.#
用

を
以
，
て
：し
て
は
、

一 .

志
' 
の
公
偾

&

 

?

減
却
す
る
能
は
次

6

 

し

-̂-
c
s
o

¥

し
<

斯
る
：
*

想
0

下
に
、減
債
基
金
を
以

<
す
る
と
き
，»
、£
額

の

公

債

％
亦

自
動
. 

的

に
馘
却
す
る

^

得
，ベ
し
と
.

®

b
 

る

が
故
に
、
»

«.
:戰
：爭

に

際

，
して
は

^

偉
發
行
，に
對
す
る 

政
府
の

||
置
愼

*

を
缺
き
、梁
を
後
：年
の
財
政
に
及
ぼ
し

^

る
，名

'
の
少
な

/;
>
.
.ら
次

6

き
。

、ノ

ミ
 

ル
ト
ン
畎
最
ダ
明
快
に
此
弱
颭
を
指

.摘
し
、減

«

基
金
：が
公

«

を
減
却
せ
.少
し

<

、却
.

<
之
を
增 

加
す
る
の
勢
を
成
し

^

る
こ
' I

を
.明
に
し
、

一國
k

於

y

眞
實
公
偾
減

.却
の
.作
用
を
，爲
す
可
き 

铖
重
金
制
壞
の
眷

 

1
1



?

の
は
、收
入
の
剩
餘

U

外
な
ら

^

る
こ
と
を
論
證
す
る

1C
勉
め
把

A

y

o卽
ち
ハ
，
ミ
ル
ト
ン
の

V 

.

 

t. 

.

.
'
■

「

揭
ぐ
る
所
に
據
れ
ば
、千
七
首
九
十
四
年
ょ

6

千
八
百
十
六

_

-̂
至
る
間
に
發
行
せ
ら

■
れ
t

る 

公
舰
總
額
は
五
億
八
千
四
百
八
十
七
萬

®

千
五
百
五
十
七
碌
、之
：に

對

す

る
利
子
の
負
擔
三
千 

十
七
萬
四
千
三
百
六
十
四

#

に

'±
>
、一 

方
に
译
債
管
理
委
員
會
は
此
年
間

I

億

.八

千

八

百

五
 

十
二
萬
ニ
千
三
百
五
十
勝
の
公
偾
を
貿
入
れ
、之
，

U

對

し

て

九

百

七

十

ニ

禽

.六
千
九
十
磅
の
利 

子
を
領
收
し

fc
6

。
.
然
^P

政
府
、が
千
七
百
九
十

.
1
1
1
年
以
後
每
年
公
債
を
發
行
す
る
や
、利
率
は 

之
を
三
分
に
置
く
名
、漸
次
發
行
價
格
を
低

’

す
る
の
結
果
、新
に
發
行
す

.る
公
債
の
利
廻

ft
年 

年
高
く
、此
負
擔
を
負
ひ

'
て
1「

方
に
低
利
の
公
債
を
償
還
し
、結
局
低
利
の
公
債
を
高
利

U

借
.換

务
る
に
至
れ
る
減
債
基
金
の
最
大
弱
點
を
暴
露
し

^

る
妒
如
き
、

、ノ
ミ
ル
ト

y

に
最

^P

有
利
な

ン
.

.

,

 

_ 

.

 

.

る
攻

»

の
.
»
瑕
を

供

へ，.
f e

る
：
^

p

の
と
す

可

し
。

V

我
國
現
行
減
債
基
金
制
度
は
其
立
法
の
趣
，意
上

6
云
ふ
と
き
は
、必
ず
し
名

'英
國
舊
骑
の
制 

度
と
同
一
な

6
と
す
る
能
は
少
、叉
祓
利
法
の
作
用
に
依
頼
す
る
の
跡
を
存

.せ
ず
i
雖
名
、運
用 

の
結
果
ょ
6
之
を
見
れ
ば
、今
や
百
年
前
英
國
の
敗
政
を
困
歲

せ
し
め
^
る
i
同
一
の
.0
害
を

13

我
國
の
财
政
に
及

® '

し
つ
、
ぁ

-O

而
し
て
其
禍
害

.

の
*

來
す
る
所
を
着
ふ
る
に
、其
.間
に
相
似 

.
t e

る

Q
'
.

少
な
し
と
せ

'1 ^
0

く

.

第
一
、我
國

.の
減
傻
基
金
制
度
に
於

<

は
、
，一

億

一

千

萬

圓

を

以

て

、
W

露
戰
爭
關
係
の
公
債
に 

對
す
る
元
利
金
支
拂
の
實
金
と
し
、勒
年
度

_に
於
け
る
元
利
金
償
還
に
依
て
、節
約
せ
ら

!t
^
る 

利
子
の
支
拂
髙
は
之
：を
*次
年

'«
の
.元
金
償
還
に
充

y
、

漸
次
元
金
償
還
に
供
せ
ら
る
、
割
へ
ロ
を 

增
ヵ
し
て
以
て
一
定
の
期
間

.ft
に
元
金
全
部
の
償

.還
を
了
せ
ん
と
す
。

.W
し
て
明

^

3

卜
ニ

/ 

.

. 

. 

ゾ
 

、

年
以
後
右
元
金
偾
還
髙
を
以

V

毎
年
五
千
萬
圆
を
下
ら
し
め

ざ

る
の
方
針
を
決
定
し
、«
代
の 

財
政
當
局
者
常

1C
-之
を
遵
守
す
る
が
故
に
、減
債
基
金
制
度
は
其
効
*
を
大
な
ら
-し
む
可
き
に 

至
れ
纟
。

卽
ち
我
國
の
減
債
基
金
■制
度
に
於
て
は
、表
面
筷
利
.法

の
»

想
.を

有

せ
ざ

る
が
如
し 

A

»

?
、前

年

度

U

償
還
！せ
ら
^

把
：る
公
債
に
對
す
る
利
子
を
次
年
度
の
：元
金
償
還
に
充
て
ん 

と
す
る
の

一

事
に
至
つ
て
は
、全
然
複
利
法
の
誤

»

を
脫
_
し
允

6

と
稱
す
可
か
ら
ず

0

第
一一、

斯
る
減
偾

S

金
制
度
と
雖
$
、一

 

方

に
非
募
債
主
義
に
し
て

M

行
せ
ら
れ
ん
か
、減
管
の 

目
的

.

を
.

達
す
る
に
難
か
ら
岁
。

.

然
名

'

非
蒸
偾
主
義
な
る

.

？
の
は
、單
に
政
府
於
財
政
盤

® '

を
i

 

裝
す
る
ロ

*

に
供
せ

ら

る
V

に
止
ま

.

6

、實
滕
に
其
效
果
を
發

#

す
る
の
域
に
達
せ

^

る
於
故

.诚愤雜金制度の

4
A
5 

1

三

_



u

. 

| 

陴

に
馘
儐

基

金

制

虔

を
實
行

' 
し
て
、數
年
を
經
過
し
允

.る
今

H
.
U

於
'
て
、我
國

分

債
の
現
在
高
は
毫 

?

減

却
す
る
に
至
ら
ず
。

.

明
治
四
、十
一
年
一
月
と
大
甩
こ
年
十
月
と
を
比
較
す
る
に
却
て
ニ 

十

1
1

億
四
千

】 1:1
百
八
十
九
萬
餘
圓
ょ

6

、二
十
五
億
八
千
四
百
十
六
萬
餘
圓
に
增
加
し
把

6

。

第
三
斯
く
公
倩
の
現
在
高
增
加
し
女
る
以
上
は
、利
チ
支
狒
高
の

»

加
す
る
.は
之
を
免
か
る 

可
か
ら
步
。
有
年
間
政
府
は
公
债
の
低
利
借
換
を
遂
行
し

1C
る
に

_

は
ら
ず
、利
子
支
拂
髙
は 

く1

僚
六
百
六
萬
六
千
餘
圓
ょ

k

一
 

億
六
千
一
一
百
九
萬
六
千
餘
圈
に
增
加
し
お

6
.
0 

’

第
四
、政
府
於
公
債
借
換
に
依

V'
四
分
を
公
偾
の
標
準
利
率
に
充
て
ん
と
し

fc
る
政
策
は
一 

片
の
空
范
に
屬
し
近

.滕
政
府
が
新
に
公
債
を
發

.行
す
る

-や
*
刺
率
は
常
に
五
分
以
上
に
届
る 

を

常

と

す

。

、
此

利

，率
' 
の
.
公

債

を
發
行
し
な
於
ら
、他
の
一
方
に
，於

て

減

债

基

金

制

度

.の
下

に

、

/1
:
 

分
刺
以
下

 

'の
公
偾
を
償
遺
す
る
は
卽
ち
英
國
舊
缄
債
基
金
制
度

0

末
期
に
生
ヒ
杧
る
と
同
一 

-
0
.弊
害
を
暴
露
し
つ
、
あ
る

^P,

の
に

.外

な

ら

^

。

第
五
、唯
減
偾
甚
金
制
皮
を
固
守
し
て
、日

露

戰

爭

關

係

の

公

債

を

減

却

す

る

に

勉

む

る

i

き 

は
、我
國
公
債
の
現
在
高
中
'所

謂

不

生

産

的

公

偾

な

る

S

の

、
跡
を
絕
つ
，に
至
る
の
結
果
を
餅 

す

rro
し

i

a
名
、不

主

產

的

公

.偾
を
減
却
し
、

|

方

'f
c

之
に
此
較
し
て
、條

件

の

不

利

な

る

公

,

を

i

f

す

る

こ
i

は
假
令
ひ
後
者
が
生
產
的
•性

貪

を

有

す

る

の

な

.
る
場
合
に
+A
、
て

气

> 

'
利
益
を
財
政
上
に
.生
、チ
.可
し
.と
す
.る
か
。

近
年
此
事
.實

の

發

現

し

つ

、
あ

る

雜

に

於
C

、
®
國 

■)
»

政

め

信

用

の

墜

落

し

つ

，
、

あ

る

於

如

き

.、B

找

の

考

量

を

要

す

る

所

な
6

。.

況

や

減

债

基

金

制

度

を

固

守

す

る0

舞

果

、
桃

法

盤

理

、
の

機

會

を

.逸
し
、國
民
を
し
て
惡
桃
の
負
檐
に
苦
し
ま
し 

め
つ
、
あ
る
に
於
て
を
や
。
,

、

 

•

、
第

5

偾
I

制
度
の
下
に
、法
律
に
依
て
、年
々
定
額
の
公
債
.償
還
を
行
ふ
の
方
法
を
取
ら 

次
る

i

き
は
歲

f

上
に
^
け
る
餘
裕
は
常
に
陸
海
軍
事
费
に
供
せ
ら
れ

_

底
公
倩
を
減
却
す 

る
能
は

3'
'
.る
に
缉
る

_の
一
事
は

.減
倩
基
金
法
を
辯
餓
す
る
一
の
ロ
實

t

供
せ
ら
る
、
所
な
れ 

と

i

フ
や
國
民
の
軍
事
#
を
是
認
せ
ん
と
す
る
程
度
は
日
露
戰
後

i

比
較
す
れ
ば
、

e

ら
f

 

異
に
し

I

妄

！

要
求
に
，對
し
て
は
f

制

限

を

加

へ

ん
i

す

.る

に

至

れ

る

を

以

て

、軍

#
 

费

の

爲

め

に

公

偾

償

還

於

■絕

對

に

■中
if
せ

ら

る

、

の

恐

あ
 

>

と

す
¥

か

ら

岁

。

•

斯

の

如

く

？

來

れI

®

 

S

篇

金

I

英
I

s

.

制

？

相

同
b
 
く
、减

辦

主

義
i

i

主

義
i

を
_

行

せ

し

め

セ

るS

.

め

に
.、敗

績

の.
歷
.

4

る
，：*

の
,
あ
'
る

に

至

れ

る

こ
 

4

を

修

け
'

 

一

方

に

公f

惯

還

し

て

、他

方

に

之
-
を

發

行

す

。

依

て

以

て

減

偾

の

効

架

‘
 

- 

1

五
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.

V 
V
減

德
•金
制
度
の
今
昔
，
‘ 

一，

、
：

.

.
 

_ 

?

を
達
す

w

熊
は
ヤ

U,

る
は
明
白
の
數
な
る
の
み
な
ら
ず
、新

'に

-«
行
す
る
公
偾
は

m

に
償
還
す
る

' 

分
債
よ

6

名
®

件
の
不
利
益
な
る
を
以
て
し

v

»
減
債
基
金
制
度
あ
る
於
爲
め
に
却
て
國
庫 

の
負
增
を
加
重
す
る

1C
:至
ら

f
u

る
.を
得
ず
。
減
債
基
金
制
度
を
維
持
し
<
、爾
姻
政
上
に
於
け 

る
此
矛

.盾
を
免
か
れ
ん
と
す
る
に
は
、非
募
債
主
義
を
厲
行
し
、又
之
：を
厲
行
す
る
に
堪
ゆ
る
.ま 

で
、咐
改
を
緊
縮
す
る
を
以
ズ
、必

：

要
の
處

S

な
6

と
す
可
く
、非
慕
偾
主
義
の
厲
行
事
實
に
於

y

、
 

困
雛

$
 

6
と
す
れ

1ば
、減
債
基
金

»'
度
を
撒
廢
し
、自

*,
償
還
法
を
以

y

、之

a

代
へ
 

'減

-#
基
金

u

 

投
せ
ら
れ
祀
る
祖
桃
收
入
を
以

V
、

公
偾
財
源
の
事
業
费
に
當
ら
し
め

^

る
可

/y
7

,^
t

是
れ

. 

百
年
前
に

,

ミ
ル
ト
シ
等
め
英
國
財
政
家
に
敎
示
し
杧
る
所
に

し

て，
：
吾
此
歷
史
上
の
事 

實
を
尊
重
す
る
於

.故
に
、往
年
我
國
に
於
け
る
減
債
基
金
制
度
の
制
定
，に
際

.し

V
、

異
議
を
.挾
む

ヒ
禁
ず
る
能
ま
次

6

し
な

6

。
今
芡
同
一
の
信
念
に

'
據
6

、同
一
の
事
實
に
基
き
-減
債
基
金
制

» 

.
 

•

J.
JC
IE
/)
必
要
を
昌
遨
せ
ん
と
す
。
減
傻
基
金
制
度
を
實
行
し

V

、旣
に
多
年
の
-經
墩
を
重
ね 

fc
る
今
日
、尙

ほ

我

1
.

の.ゥ
ヰ

•

ン
ぺ
ー
な
く
、

一

の
ハ

三
ル

ト

ン
な
き

.は
、吾
輩
の
怪
餅

0

念
，
 

U

堪
へ

^

る
所
な

A
V
O
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中

«;
企

業

.史

it
_
.
す

る

硏

究

.目

.次

.

1

、
中
世
の
企
業
は
手

H

業
的
な
る
.か

.

:

.

.

ン
-
.... 

.

.

:

.

1.

一、
中
世
に
於
け
る
英
國
の
經
濟
的
牿
徵 

三、
資
本
の
：國
際
化 

四

；'
中

-l
it
：
.に
於
け
る
企
業
的
人
格

阿

部

秀

助

:

吾
人
は

'曩
き

.に「

ダ
ム
バ
ル
ト

‘敎
搜
の

.
地
代
說
舣
、必

★

し
ぢ
近

*!
資
本
主
義
發
.生
の
萠
茅
的 

要
素
把
ら
次
る
こ
と
を
立
證
せ
ん
兹
に
は
主

4

し
て
同
ま
授
祕
中
»
の
商
人
を
以
て
單
に
串 

H

業
的
生
活
を
營
か
し
名
の

1C
外
な
ら
ず
と
云
へ

各

に
#'
し
て
、之
れ
财
反
證
を
擧
げ
ん

と
欲 

す
、同
敎
授
は
-商
業

」
(
H
a
n
d
e
l
)

を
以
て
一
種
の
職
業
的
經
濟
行
.爲
の

«•
.義

t
.
解
し

P
.

し
.て，此
の
如 

き
意
義

.を
有
す
る
經
濟
行
爲
は
近
世
的
產
物
に
し
て
、其
以
前

に

は
先
づ
最
初
は
無
交
換
の
滕

中
仳
企
業
.史亿
關
す
る
'研
究 

二
七


